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血 液 の 話 題（ ）
動脈硬化を予知する

医療法人 幸良会 シーピーシークリニック
武 元 良 整

冠動脈疾患の予後予測に朗報？

その指標となる細胞が
（血管内皮前駆細胞）

です。内容を簡単に紹介します（文献 ）。
文献紹介

骨髄由来血管内皮前駆細胞とは？

血管内皮前駆細胞が少なく、血管内皮細
胞が傷害されると心血管系の疾病が進行す
る事が 年に報告されました（文献 ）。
冠動脈疾患がある人の予防法は？

背 景
骨髄由来の血管内皮前駆細胞の細胞数と
機能が心血管系疾患の発病と逆相関する事
は知られています。今まで、予後との関係
は不明でした。
方 法
血管造影で確認された冠動脈疾患の 例
を対象として血管内皮前駆細胞数を測定し、
年間の予後を検討しました。

結 果
例が死亡。 例の死亡原因が心血管系

疾患。心血管系の発作は 例に出現。血管
内皮前駆細胞の増加が統計的に関係ありと
考えられたのは 心血管系の原因による死
亡減少。 心血管系の発作減少。 血行
再建術施行頻度が減少。 入院の減少でし
た。ただし、血管内皮前駆細胞数から心筋
梗塞の発症予知やすべての原因による死亡
を予測することは出来ませんでした。
結 論
血管内皮前駆細胞数の測定により、心血
管系疾患による死亡を予知できます。

心筋梗塞後には、運動療法が良い事は知
られています。 等から抽出した

人の冠動脈疾患症例について運動療
法の有無による有効性について検討した報
告があります（文献 ）。運動は各種原因
による死亡を減らしました。それは運動開
始から 年後ではなく、 年目以後の効果
です。運動が血管内皮前駆細胞数を増やす
という報告が将来、出るかもしれません。
冠動脈疾患予防に良いという 、図

）日本におけるプラバスタチンを用いた
心血管系疾患の抑制を目的とした一次予
防の試験です。冠動脈疾患の累積イベン
ト発生率が食事療法 プラバスタチン併
用群において 低下したという報告で
す（文献 ）。
）冠動脈疾患の既往のない 人の日
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本人の高コレステロ ル血症に対してシ
ンバスタチンによる治療が冠動脈疾患の
発症頻度を下げるか？という大規模臨床
研究です（文献 ）。無投薬群がないた
め、高齢者群（ 歳）と非高齢者（
歳未満）の 群に分けて解析しました。
冠動脈疾患の 年間、千人あたりの発症
は高齢者では 人、非高齢者は 人で
した。冠動脈疾患の既往歴のある
人の発症が 人です。
肥満の人にも朗報？

肥満と動脈硬化が文明国の行き着くとこ
ろにならないために、肥満者の体重を減ら
すための提言が出ました。薬なしでまたは
薬だけで有効な減量が可能でしょうか？肥
満成人を 種類の減量療法に割り付けまし
た。 やせ薬（ ）のみ。
回の集団カウンセリングによる生活習慣改
善指導。 ． ．の併用療法。 ．
と 回の診察時にのみ医師による指導があ
る簡易併用療法。観察期間は 年です。各
群の平均体重は （文献 ）。
結果を図 に示しました。併用療法群の
体重減少が最大です。併用療法群のなかで
も食事摂取記録の頻度が高い人の方が記録
頻度の低い人よりも体重減少が有意に大き
い事がわかりました。肥満が直接的に動脈
硬化に関連するものではありませんが、高脂
血症その他の改善などからやせる事は動脈
硬化の阻止に影響を与えると思われます。
もっと簡単に動脈硬化を予知できる？

すでにアメリカでは高感度 が心血
管病診断の危険因子と承認されています。
つまり、健常者の中に 値 程
度の微増を認める慢性炎症群があり、将来
的に冠動脈疾患になるリスクの高い群があ
るとされます。当院職員で高感度 を
測定したところ（ラテックス免疫比濁法）

平均値 、測定範囲
でした。臨床では の

幅で利用されますから、高感度 測定
は全く別の観点からの検査法と言えます。
予防医学の観点から高感度 測定が動脈
硬化の指標のひとつとなるかもしれません。
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